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｢パデ近似と
        モノドロミー保存変形」
概要：線型微分方程式のモノドロミー行列は解の多価性を記述す
る重要な量である。モノドロミー行列を不変に保つような線型微分
方程式の変形をモノドロミー保存変形といい、そこから重要な非線
型微分方程式が現れる。この講義では、パデ近似(やパデ補間)を
用いて、モノドロミー保存変形の方程式ならびにその特殊解の例を
簡単に構成する方法について紹介する。なお、パデ近似は関数の
有理関数による近似であるが、本方法の結果は近似ではなく厳密
な結果である。
予定：1.パデ近似、2.線型常微分方程式、3.モノドロミー保存変
形、4.離散系
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